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神仏習合思想 

（１）日本神話まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本神話（古事記 神代巻） 

天地開闢 天照大神の誕生 天岩屋戸 神武東征 

第一部 第二部 第三部 

日本人の信仰を

述べた書。 
大和朝廷成立の

経緯を記した書。 
当時、実際に起こっ

た事件・出来事。 

密教教義を参考

に解釈。 
魏志倭人伝と対比さ

せながら読み解く。 
出雲を大和に置

き換える(梅原説) 

吉田兼倶(吉田神道の創始者：室町時代)の疑問 
密教(インドの宗教)と儒教(中国の教え)と神道(我が国固有の宗教)、名前こそ違
えその内実はほとんど同じではないか？ 

根本枝葉果実説(その解答) 
「…･吾が日本は種子を生じ、震旦は枝葉を現し、天竺は果実を開く。故に仏

教は万物の果実為り、儒教は万物の枝葉為り、神道は万法の根本為り・…」 

何故我が国でのみ神仏習合思想が成立したか？ 
・ 習合思想はインド(密教とヒンドゥー教)や中
国(密教と儒教)でも試みられたが悉く失敗。 

・ インド・中国とも密教を最後に仏教は急速に

衰退。 
・ 日本では神仏習合思想が仏教の始まり。 

常 識 で は

考 え ら れ

な い 異 常

な思想。 

独自性の喪

失(宗教とし
ての魅力の

喪失)。 

結論 
神道はヒンドゥー教・儒教以上に密教と類似した宗教 

仮説 
日本神話を密教教義に基づいて解釈してみるとどうなるか？ 
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（２）密教とは？ 
①密教の定義 
 
 
 
 
 
 
  
②曼荼羅（大日如来を中心とした仏の世界：密教の根本理念） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釈迦の教え 顕教(表面的な教え：仏教他宗派) 

密教(秘密の教え・真実の教え) 

インド 中国 日本 

チベット 

チベット密教と

区別するため真

言密教と称した。 

(三国伝来：正統) 

(異端) 

  

 金剛界曼荼羅      胎蔵界曼荼羅 

大日如来 
宇宙根源の存在 
絶対智・絶対無 

本地垂迹（仏教用語：密教の根本思想） 
大日如来が仏・菩薩に姿を変えてこの世に現れ人々に功徳を施す。 

仏・菩薩 
大日如来の分身

であり、大日如

来そのもの 

大日如来 宇宙根源の存在 

人の心の中にも存在 
(人に仏性あり) 

悟りの境地 
自らの心が大日如来と一体となること。 

加持 
一体となるための手段 

自らの心が大日如来と一体となることであらゆる祈願は成就する。 

宗教＝信仰+祈願 
神道・密教・ヒンドゥー教 etc 

宗教=信仰 
仏教(密教を除く)・キリスト教・イ
スラム教・ユダヤ教 etc 
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③日本神話に描かれている神々の世界 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

  
 

 
④ヒンドゥー教と神道 

 
 
 
 
 
 
 

 
  
④黄泉国はどこにあるのか？ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
イザナギ命 
イザナミ命 

天之御中主神 
高御産巣日神 
神御産巣日神 

国造り 
天
照
大
神 

高天原

の統治 

禊祓の伝授 

人の心を支配する神 天上界を支配する神 

高天原の神々 

高天原の神々 

自然界を支配する神 

根源の神 八百万の神々 

巫女の役割（神の意思を伝える） 
自らの心が神の御心と一体となること 

祭政一致 

宇宙最高の原理を司る神 

宇宙を維持する神 
化身を顕現させる神 

新たな宇宙を創造する神 
新たな神を生み出す神 

プラフマー神 

ヴィシュヌ神 

シバ神 

天之御中主神 

高御産巣日神 
神御産巣日神 

大日如来 

(密教) （ヒンドゥー教） (神道) 

本居宣長の解釈 

密教教義に基づく解釈 

死者の赴く世界（誤り） 

人の心の奥底にある世界 

黄泉国が死者の赴く世界であれば高天原に祖先神は存在しない。 

穢れは人の心の中にあり、日本神話では黄泉国に穢れがあることが問題に

なっているのではなく、黄泉津比良坂を越えたことが問題となっている。 
① 死の起源 ②禍津日神の出現 ③禊祓え ④天照大神の誕生 

（穢れは人の生死や、人は如何に生きるべきか？、という生命の本質に係

わる問題として描かれている。） 

黄
泉
国 

穢れは単に醜いもの汚れたものとしか受取れない 
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（３）神仏習合思想とは？ 

① 最澄と空海の逸話 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空海が最澄に宛てた絶交文 

 

 

 

奈良仏教批判 
最澄 腐敗・堕落（政治に介入するなど仏教徒の本来の姿ではない）。 
空海 中国の思弁的仏教(経典類を中心とした仏教)をいくら極めても日本

人は受け入れない（奈良仏教は日本人の信仰を無視している）。 

空海の考えていた密教 
 
 

 

最澄と空海は 804年同じ遣唐使船で渡唐している。 
 留学期間 身分 (国の定めた) 留学目的 
最澄 1年 エリート留

学生 
比叡山に天台･密･禅･律四教兼学の道場を

開くために必要な経典や仏具類の収集。 
空海 20年 一般留学生 20年かけて仏教を極める。 

 
最澄 桓武天皇の 1日も早く仏教を修め、奈良仏教とは異なる新たな仏教の

礎を築いてもらいたいという強い期待が込められていた。 
空海 密教の経典や仏具類を収集し、加持祈祷の裏付けとなる漢方医学や治

水術を学ぶと僅か 2年で帰国してしまった。 
 
最澄 帰国後、 空海から密教を学び、高尾山で灌頂を受ける。つまり、当

時最新の仏教であった密教に対する勉強不足を痛感した。 
空海 最初から密教を学ぶことを目的に渡唐。漢方医学や治水術まで学んで

いたということは渡唐前から相当周到な計画が練り上げられていた。 
 
最澄 東大(奈良仏教)に代わる京大(新しい仏教)を比叡山に作ろうとした。 
空海 広く民衆に仏教を布教しようとした。 

たびたび経典類を借りに来る最澄に対して 
あなたは密教を書物(経典)の中でしか捉えようとしていない、密教とはそのよ
うなものではありません。もし本当に密教を学びたいのなら一から始めなさ

い。あなたにその気があるのなら、私もその気でお手伝いしましょう。 

空海の最澄批判 
奈良仏教の延長線上にあ

る仏教に過ぎない。 日本人の信仰（神道） 

中国密教 
日本密教 ＝
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② 日本密教の構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神 本地仏 
熊野本宮大社 阿弥陀如来 
熊野新宮大社 薬師如来 
那智勝浦大社 観世音菩薩 
日吉大社 釈迦如来 
伊勢神宮 大日如来 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本人の信仰（神道） 

中国密教 

僅かしか神道が見えない

(上から見ると) 

(横から見ると) 

日本密教の構造がはっきりと解る 

本地垂迹説(日本密教) 反本地垂迹説(吉田神道) 

人 

諸仏 

八百万の神々 

 

大日如来 人 
諸仏 

八百万の神々 

 
根源の神 

(国常立尊) 

仏主神従 神主仏従 

熊野大権現 

 
 
 
 

三国伝来（当時の世界標準） 
不空(インド密教の正統継承
者)から恵果(中国密教)へ、恵
果から空海(日本密教)へ伝わ
った「法」ゆえ、正しい。 

根本枝葉果実説 
彼の二教は皆是れ神道の分化也。枝葉･果実

を以ってその根源を顕わす。花落ちて根に帰

る。故に、今此の仏法東漸す。吾が国、三国

の根本たることを明かさんが為め也。 

これを仏教と呼んだ これを神道と呼んだ 

明治維新までは、このような状態で神道と仏教は住み分けていた。 

神仏分離令 
（明治元年） 

神道 

仏教 
教派神道 

神社神道 国家の宗祀(本居神道) 

個人の信仰に基づく神道 

現在のような神道・仏教の住み分けに変わったのは 

個々の神社・寺院の自己申告 
(豊川稲荷は寺院として登録) 

一遍上人 
我が法門は熊野権

現夢想の口伝なり。 

（この理論的根拠となったのが） 
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（４）氏神信仰の変遷 
①氏神信仰とは？ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 ② 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（氏族社会） 
   氏族社会                 律令国家 
（仏教） 
 
 
 
（神仏習合思想） 

善神護法論         本地垂迹説 
（日本人の信仰） 
   氏神信仰（神道）                   仏教 
 
 

氏

神

様 

現在の氏神様 
八百万の神々の一員で自らにとって

最も身近な神様（国家神道）。 

本来の氏神様 
その氏族にとって唯一絶対の神 
その氏族の命運を握る神(祭政一致) 

明治政府のまやかし 
日本の総鎮守：伊勢神宮 
京都の総鎮守：平安神宮 

決めたのは明治政府 

天照大神の地位 
国家神道：最も高貴な神 
日本神話：高天原の巫女 

日本人の信仰の原点 天照大神が高天原の巫女で

は大和朝廷の正統性・万世

一系は説得力を持たない。 

（氏族社会の崩壊と密教の伝来） 

500 600 700 800 900 1000 1100 
西暦 

七
〇
一 

大
宝
律
令 

五
三
八 

仏
教
伝
来 

七
一
〇 

奈
良
遷
都 

七
九
四 

平
安
遷
都 

八
〇
四 

密
教
伝
来 

八
六
六 

大
伴
氏
滅
亡 

一
〇
五
二
末
法
元
年 

奈良仏教 密教 

六
〇
四
十
七
条
の
憲
法 

浄土信仰 
（芸術・学問仏教） 

飛鳥仏教 

（信仰の対象） 

150年 

250年 
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③社会が変われば信仰も変化する 
（日本人の信仰の変遷） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この間、神道と仏教の間に論争や抗争は全くなかった。一方、奈良仏

教と平安仏教（比叡山）の間では度々激しい論争が繰り返されており、

最澄は人生の大半をこの論争に費やした。 

これは日本人が神道から仏教へと改宗したのではなく、氏族社会の崩

壊の過程で氏神信仰が徐々に密教信仰へと変質していったことを示し

ている。 

つまり、末期の氏神信仰は密教信仰とほと

んど変わらない信仰だったと考えられる。 
だから、神仏習合思

想が成立した。 

神 神 
神 

神 神 氏神

氏人 

原始的な氏族社会 
（小国家の構造） 

氏神

氏人 

故郷(世界)の神 

混血の進展 

氏神

氏人 

大神 

祭
祀
の
形
態 

人
の
意
識 

氏神

氏人 

氏神

氏人 

氏神

氏人 

氏神信仰の変質 

大神（根源の神） 

大和朝廷の成立 

大神（根源の神） 

八百万の神 八百万の神 八百万の神 

日本人 

氏族社会の崩壊 
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（５）信仰の喪失と社会の歪み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大日如来 

八百万の神々 仏・菩薩 

日本人 

国常立尊（くにのとこたちのみこと） 

八百万の神々 仏・菩薩 

日本人 

本地垂迹説 
（密教） 

反本地垂迹説 
（吉田神道） 

アメリカ型社会 
経済的合理性+キリスト教信仰 
・ 月～土曜日(仕事)+日曜日(信仰) 
・ 現役時代 (経済的合理性の追
求)+退職後(社会奉仕)。 

従来の日本型社会 
経済活動(仕事)と信仰が渾然一体 
・ 職場に神棚を設置。 
・ 仕事は世のため人のため、利益

はほどほどに。 

狩猟民族社会（個人社会） 
弱肉強食社会であり競争社会 

農耕民族社会（共同体社会） 
共生社会であり和を重視する社会 

信仰を強調することで秩序を保っ

ている社会。 
信仰を強調しなくても秩序の保て

る社会。 

現在の日本社会 
信仰の伴わないアメリカ型社会になりつつあり、これが「ひず

み」として社会の至るところで表面化しつつある。 

金儲けをして何故いけないのですか？ 

ビルゲイツ(マイクロソフト社長) 
彼は敬虔なキリスト教徒 
儲けた金はいずれ社会に還元されるとい

う暗黙の了解が社会にある。 

村上世彰(村上ファンド社長) 
仏教徒、神道信者ならこのよ

うな発言はしない。 
彼はキリスト教徒でもない。 

（Exp１） 

アメリカ社会は能力社会であり競争社

会、そのとげとげしさを緩和し、社会の

秩序を保っているのがキリスト教信仰。 

ホリエモンや村上氏は「信仰

の伴わないアメリカ型社会」

の申し子的存在。 
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（Exp２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奈良の放火事件 岡山の生き埋め事件 山形のわが子殺人事件 
子供の心の痛み

を父親が理解し

ていない。 

我が子が人を殺した。

マスコミの前で冷静に

なれるはずがない 

我が子を育てていくの

がおっくうになった。 
子供は邪魔者。 

親がおかしい 
祖父母(60代以上) 親(30～40代) 子(10代) 
国家神道 「日の丸」「君が

代」は認めない。 
PTA対策で教師
がノイローゼ。 

信仰が伝わらない。 子供を教育できない 

信仰の喪失 

従来の日本社会では考えられないような犯罪を引き起こしている。 
（犯罪面ではアメリカ社会の持つ暗部に類似してきた。） 

アメリカ社会の悩み：キリスト教徒の減少、カルト教団の増加。 
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神道講座テキスト 
（第６回） 

 
 
 

平成 18年９月３日（日） 
 

新熊野神社 


